
2011 小ホール大賞：若柳流 久美華会

2011 大ホール大賞：暁友会飛騨本部（詩吟）

「
岡
目
一
目
」

（
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
　
催
事
の
お
知
ら
せ

◇
飛
騨
吟
剣
詩
舞
連
合
会

　
　
第
三
十
五
回
発
表
会

・
日
時
／
六
月
二
十
三
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
九
時
三
十
分
～

・
会
場
／
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

・
入
場
料
／
無
料

　

九
会
派
約
五
〇
〇
名
に
よ
る
、

詩
吟
・
剣
舞
・
詩
舞
の
発
表
会

◇
宗
家
西
川
流
末
広
会
素
踊
の
会

・
日
時
／
六
月
三
十
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
十
二
時
半
～

・
会
場
／
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

・
入
場
料
／
無
料

　

あ
の
坂
田
藤
十
郎
が
こ
の

高
山
に
や
っ
て
く
る
。
初
代

は
元
禄
時
代
の
名
優
。
今
の

四
代
目
は
二
百
三
十
一
年
ぶ

り
の
大
名
跡
の
襲
名
で
話
題

を
呼
ん
だ
。

　

四
代
目
の
元
の
名
は
中
村

扇
雀
で
、
夫
人
は
元
参
議
院

議
長
の
扇
千
景
と
い
う
こ
と

で
こ
れ
ま
た
有
名
。

　

歌
舞
伎
の
世
界
は
梨
園
と

も
言
う
。
梨
園
の
御
曹
司
な

ん
て
言
い
方
を
す
る
。
中
国

の
唐
の
時
代
の
宮
廷
音
楽
家

養
成
所
に
は
梨
の
木
が
多
く

植
え
ら
れ
て
い
た
そ
う
だ
。

　

白
楽
天
の
「
長
恨
歌
」
の

中
に
梨
園
と
い
う
字
が
出
て

く
る
。
死
ん
だ
楊
貴
妃
の
魂

が
舞
う
の
は
霓
裳
羽
衣
曲
。

寂
し
そ
う
に
袂
を
翻
し
て
涙

す
る
姿
を
白
楽
天
は
「
梨
花

一
技
春
帯
雨
」
と
表
現
し
て

い
る
。
こ
こ
は
、
や
は
り
桃

や
桜
で
な
く
、
白
い
梨
の
花

で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
。
梨
か
！

　

玄
宗
と
楊
貴
妃
は
ど
ん
な

顔
を
し
て
梨
を
食
べ
た
の
だ

ろ
う
。

　

今
回
の
公
演
は
七
月
十
四

日
、
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
。
演
し
物「
曽
根
崎
心
中
」

は
藤
十
郎
の
上
演
が
千
二
百

回
を
超
え
た
名
作
だ
と
か
。

ち
ょ
っ
と
梨
園
を
の
ぞ
き
に

行
っ
て
み
ま
い
か
。

　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

げ
い
し
ょ
う
う
い

　
「
高
山
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
２
」
を
六
月
二
日
・
三
日

の
二
日
間
、
高
山
市
民
文
化
会
館

で
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
の
新
年
歌
会
始
の
勅
題

「
岸
」
を
テ
ー
マ
に
、
芸
能
と
文

化
展
の
二
部
門
で
各
団
体
が
日
ご

ろ
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま

す
。
ま
た
、
飛

騨
特
別
支
援
学

校
の
生
徒
も
特

別
出
演
し
ま

す
。
皆
さ
ん
お

誘
い
あ
わ
せ
の

上
、
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

 

芸
能
の
部

◇
日
時　

六
月

二
日
（
土
）
午

後
六
時
～

◇
場
所　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
内
容　

長
唄
、
民
謡
、
日
本
舞

踊
、
新
舞
踊
、
尺
八
な
ど

高
山
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２

◇
日
時　

六
月
三
日
（
日
）
午
後

一
時
～

◇
場
所　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
内
容　

邦
楽
、
詩
吟
、
琴
、
尺

八
、
民
謡
、
フ
ル
ー

ト
、
太
鼓
な
ど

 

文
化
展
の
部

◇
日
時　

六
月
二

日
（
土
）
午
前
九
時

三
十
分
～
午
後
五
時

六
月
三
日
（
日
）
午

前
九
時
三
十
分
～
午

後
四
時

◇
場
所　

文
化
会
館

二
・
三
・
四
階

◇
内
容　

写
真
、
木

版
画
、
生
花
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
、
書
道
、
俳
句
、
短
歌
、

盆
栽
、
飾
物
、
和
装
な
ど

芸
能
と
文
化
展 

開
催

「帰牧」　吉川菊麿（日本画）



国
体
記
念       

　
飾
り
物
展

予告

会場風景

　
今
秋
岐
阜
県
に
て
開
催
さ
れ
る

「
ぎ
ふ
清
流
国
体
」
を
記
念
し
、

飾
り
物
展
を
開
催
し
ま
す
。

・
期
日
／
十
月
二
日
（
火
）
〜
四

日
（
木
）

・
会
場
／
文
化
会
館
講
堂

・
テ
ー
マ
／
「
ぎ
ふ
清
流
国
体
」

・
募
集
／
八
月
〜
（
予
定
）

　
去
る
三
月
十
六
日
（
金
）
〜

十
八
日
（
日
）
に
か
け
て
開
催
し

た
、「
郷
土
の
日
展
作
家
作
品
展
」

に
は
千
五
百
名
を
超
え
る
皆
様
に

ご
来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
ご
出
品
い
た
だ
い
た
地
元

出
身
の
作
家
（
二
十
名
）
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

○
武
田
由
平
（
版
画
）

○
守
　
洞
春
（
版
画
）

○
岩
島
周
一
（
版
画
・
日
本
画
）

○
吉
川
菊
麿
（
日
本
画
）

○
上
原
桂
子
（
日
本
画
）

○
田
上
　
修 

（
日
本
画
）

○
日
影
　
圭
（
日
本
画
）

○
横
川
景
城
（
書
）

○
船
渡
飛
泉
（
書
）

○
新
井
龍
雲
（
書
）

○
瀨
川
斐
山
（
書
）

○
中
村
清
山
（
彫
刻
）

○
小
林
啓
利
（
彫
刻
）

○
東
　
勝
廣
（
彫
刻
）

○
元
田
木
山
（
彫
刻
）

○
長
倉
三
朗
（
工
芸
）

○
小
森
五
郎
（
工
芸
）

○
小
井
戸
稔
（
工
芸
）

○
不
破
健
人
（
工
芸
）

○
船
坂
ま
ゆ
み
（
工
芸
）

お
知
ら
せ

催
事
の
報
告

郷
土
の
日
展
作
家
作
品
展

　
前
期
初
心
者
講
座
の
募
集
を

六
月
十
六
日
（
土
）
ま
で
延
長

し
ま
す
。

 

講
座 

　
日
本
画
、
詩
吟
、
茶

道
、
日
舞
、
新
舞
踊
、
民
踊
の

六
講
座
（
三
味
線
は
締
め
切
り

ま
し
た
）

　
詳
細
と
お
申
し
込
み
は（
社
）

高
山
市
文
化
協
会
（
三
四
‐

六
五
五
〇
）
ま
で


